
【チラシ一覧】

2026.9 ニセコ町役場

No. 内  容 発 行 元

1 社会福祉協議会9月主催行事 ニセコ町社会福祉協議会

2 令和8年度社協会員の会費納入について ニセコ町社会福祉協議会

3 ファミサポだよりvol.46 ファミサポニセコ

4 北海道ニセコ高等学校・ニセコ国際高等学校 学校だより  北海道ニセコ高等学校・ニセコ国際高等学校

 広報ニセコ9月号とともに、みなさんへ回覧している文書です。また、回覧さ
れている文書のほかに、みなさんにお知らせしたい内容はこちらのホームページ
のチラシ一覧に掲載しています。
 いつでも、お好きなタイミングで確認できます。

 今月のお知らせは、下記のとおりです。

今月の

「お知らせ」 です



社会福祉協議会　
９月　主催行事のご案内

【問合せ】　社会福祉法人　ニセコ町社会福祉協議会
担当　滝下　☎0136-44-2234

　    

　　　 9月 8日（火）、29日（火）
　　町民センター正面玄関を9：30に出発。
　　休憩を挟みながら、ゆっくり歩きます。
　　１１：３０までに町民センターに戻ることが目標です。
　　※ 尚、悪天候の場合は屋内でレクをします。　

　　　 9月11日・25日（金） 10：00 ～ 
　　会場は、町民センター　研修室１
　　レクやゲーム、おしゃべりをして過ごします。    
     ちょっとした息抜きに遊びに来てください。 

　　  9月2５日（金） 14：00 ～
　  会場は、町民センター　研修室１
　  甘露の森から先生がやってきます。
    無理のない範囲で楽しくトレーニングを始めましょう。 
　  動きやすい服装でお越しください。

【参加される皆さんへ】

　動きやすい服装と上靴、水、タオルをご持参ください。  
　尚、都合により予定が変更する場合があります。
　当日、体調が優れない方は参加をご遠慮ください。

　※こちらで案内している行事や関連の一部の事業に参加すると
　　綺羅ポイント（１ポイント）が貰えます。

いきいき
　運動教室

歩こう会



ニ 社 協 号 
令 和 ８ 年 ９ 月 １ 日 

　各 行 政 推 進 員　様 
社会福祉法人　ニセコ町社会福祉協議会 

会　長　　三　橋　範　夫 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔公印省略〕 
 

令和８年度社協会員の会費納入について（お願い） 
 

残暑の候、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
　日頃から当社会福祉協議会事業に深いご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 
　さて、本会はホームヘルプサービス事業をはじめ、地域福祉サービスとして配食サービス事業、

除雪サービス事業など民間の地域福祉推進団体として事業を行っておりますが、これら本会が実

施している事業は、町からの補助金、委託金、介護保険収入、共同募金助成金、寄付金、会員会費

等が運営(事業)資金となっております。 
　町民の皆様からの会員会費納入については、行政推進員の皆さまにご協力をお願いいたしたく

ご案内いたします。 
本会費は、社協事業推進のための重要な財源となっており、本年も紙おむつサービス・社協だ

よりの発行など、各事業を中心に充当したいと考えております。 
　つきましては、より充実した地域福祉事業推進のために、町内全世帯の方が、「社協」の会員

として１口以上の会費を納入され、地域福祉推進の支援者としてご協力いただきますようお願い

申し上げます。 
　なお、会費につきましては、大変恐縮に存じますが裏面会員名簿と共に社協事務局（町民セン

ター内）へお届け願います。 
 

記 
 

１．年 会 費　　　１口　　５００円 

 
２．納入期日　　　９月２５日（金）までにお願いします。 

　　　　　　　　　（以降も随時受け付けております。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　 
 
 
 
 

 

 連絡先：048-1501　虻田郡ニセコ町字富士見９５番地（町民センター内） 
社会福祉法人　ニセコ町社会福祉協議会事務局　　 
担当　芳賀　善範　・　中村　明美　　℡　44-2234

令和８年度の主な事業 
●ホームヘルプサービス事業（訪問・居宅介護）　   ●安全杖の給付事業（身体不自由者） 
●「社協だより」発行事業　　　　　　　　　　　   ●軽度生活援助事業（高齢者世帯）　　　　　　　

●配食サービス事業（高齢者世帯）　　　　　　　   ●歳末見舞金給付事業(独居老人世帯) 
●声かけ訪問事業 (高齢者世帯等)                   ●生活福祉資金等貸付業務 
●紙おむつサービス事業（寝たきり高齢者・障害者） ●日常生活自立支援事業 
●除雪サービス事業 (高齢者・障害者世帯)           ●移送サービス事業 
●健康・体力づくりの実施 (健康サロン・歩こう会・健康支援事業等) 
●成年後見制度に関する運営事業  　　　  
●ニセコ町地域支えあい環境づくり委託業務 



令和８年度　社会福祉法人ニセコ町社会福祉協議会会員名簿 
 
行政推進区　　　　　　　　　　　　　　 

 

 
【１口　５００円】 

 
※　この名簿は、会員及び納入金額の確認のためだけに使用します。

 
氏　　　名 口数 金　額 氏　　　名 口数 金　額

 
1 16

 
2 17

 
3 18

 
4 19

 
5 20

 
6 21

 
7 22

 
8 23

 
9 24

 
10 25

 
11 26

 
12 27

 
13 28

 
14 29

 
15 30

 

合　　計 口　 円　



ニセコニセコニセコ

VOL.

森森森
ぼくたちのニセコには、
動物たちの暮らす森がある

時　間 場　所10:00~12:00 ニセコ町民センター大ホール

ののの

ぼくらのぼくらのぼくらの あべ弘士さんと 描く

有名絵本作家あべ弘士さんに、動物の描き方のレクチャーいただき、
あべさんが下書きをしたニセコの森をキャンバスにみんなで

ニセコの森とそこに暮らす生き物たちの巨大壁画を創り上げます。

対　象 ニセコ町民かつ、小学３〜６年生（１、２年生は、保護者同伴であれば可）

人　数 最大20名
子どものみの参加も可能（託児はありません。）

参加費 無料

ファミサポニセコ

1972年から25年間旭川市旭山動物園の飼育係として勤務。

たくさんの動物たちに出会い、いろいろなことを教えられる。

飼育係たちの間で話しあった“行動展示”の夢を絵として残し、旭山動物園復活の鍵と

なった。退職後、創作活動に専念。

現在は絵本制作を中心に、全国で作品展や講演会・ワークショップなども行なっている。

『あらしのよるに』(作・木村裕一、絵・あべ弘士、講談社)で講談社出版文化賞絵本賞、

産経児童出版文化賞JR賞を、『宮澤賢治「旭川。」より』（BL出版）で経産児童出版

文化賞美術賞を受賞。その他受賞多数。

こどもも大人も楽しめるアートスぺース、ギャラリープルプル（旭川市7条8丁目）を主宰。

著書は『どうぶつえんガイド』(福音館書店）ほか250冊を超える。

2026年国際アンデルセン賞画家賞国内推薦作家。

あべ弘士あべ弘士
1948年北海道旭川市生まれ。1948年北海道旭川市生まれ。
旭山動物園飼育係から絵本作家に。旭山動物園飼育係から絵本作家に。
自然を感じ、自然から学び、自然を描いている。自然を感じ、自然から学び、自然を描いている。

あべ弘士
1948年北海道旭川市生まれ。
旭山動物園飼育係から絵本作家に。
自然を感じ、自然から学び、自然を描いている。

イベント終了後に、あべ弘士さんの

選りすぐりの絵本作品やグッズの

販売を予定しています。購入された

方にはサインもしていただけます

のでどなたでもお越しください。

申し込み お問い合わせ

周年特別企画

絵本絵本絵本販売販売販売サインサインサイン会会会

※お時間が限られていますので12時頃にはお越しください

ファミサポ　ニセコ
公式LINE

9.27
(SUN)

ファミサポファミサポファミサポだだよよりりだより 2026.9
月号



北海道ニセコ高等学校・ニセコ国際高等学校 学校だより 

 

 

 

 

 

第 309 号 2026 年８月 28 日 発行 
 

バレーボール部・陸上部が躍動！！ 
男女バレーボール部は、8 月 4 日～8 日に行われた全国高等

学校定時制通信制バレーボール大会に出場し、男子はベスト

８、女子は決勝トーナメント進出という素晴らしい結果を残

すことができました。 

陸上部においては、8 月 15・16 日に行われた全国高等学校

定時制通信制陸上競技大会に 3 年生 2 名が出場し、走高跳びで優勝、800m 走で 5 位入賞、

さらに 8 月 22・23 日に行われた小樽支部高体連新人陸上競技大会に 1 年生 2 名が出場

し、男子 100m・200m、男子砲丸投・円盤投の各競技で優秀な成績を収め、9 月に函館市

で行われる全道大会への出場を決めました。 

 保護者や地域の皆さまの日頃からの温かいご支援・ご声援のおかげで、各部において好

成績を残すことができました。引き続き、本校の各部活動への応援をよろしくお願いいた

します。 

起業家教育イベントに参加しました！ 
８月 1 日（土）、品川女子学院で開催された「SJ OPEN DAY」に本校 2 年生の生徒が参加しました。服を仕立

てる際に出る「裁断くず」の廃棄問題に着目し、「昔の人はどのように服を大

切に作っていたのだろう？」という疑問から、『リメイクへの第一歩 沖縄の

伝統衣装×歴史』を発表テーマとして、沖縄の伝統衣装（芭蕉布など）や着

物の歴史・製法を調べ、環境に優しい服づくりのアイデアを提案・発表しま

した。沖縄での体験学習や地域交流で得た気づきを、大勢の観客や企業関係

者の前で堂々とプレゼンテーションする姿は、非常に頼もしく映りました。 

また、８月 17 日（月）～19 日（水）、東京都主催の国際シンポジウム「TEENS 

SQUARE TOKYO PROJECT 2026」に、ニセコ町の代表として本校生徒２名が参

加しました。ニセコで暮らす高校生ならではの視点から、自分たちの「居場所」

や「日々の暮らし」について発表を行い、同時通訳を活用しながら、『誰もが安

心して過ごせるまちとは？』をテーマに、国や地域を越えて同世代と意見を交わ

しました。海外や他地域の先進的な取り組みに刺激を受けるとともに、自分たち

が住むニセコの環境や暮らしを客観的に見つめ直す貴重な機会となりました。  

ニセコ高校公式ＨＰ Instagram  Facebook 

〇9 月の行事予定〇 
 

20 日（日） ニセコマラソン 30 日（水） 前期終業式 
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